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	結果は図2のようになった。図中の曲線は、観測結果に最もよく当てはまるサインカーブである。曲線から、視半径の最大値を978秒角、最小値を944秒角と読み取った。距離と視半径は反比例すると考えて計算すると、観測値から求められた離心率は 0.0177 である。
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